














要約:高校生 826 人に対し両親祖父母、叔父叔母の年齢、10 歳区分の成人病発症年齢をア

ンケート調査し、660 名(回収率 80%)の回答を得た。高校生の健診結果も用い、成人病発症

リスクとしての家族歴の定量的な評価法を検討した。成人病の発症年齢を、未発症の場合

は現在のまたは死亡年齢を変数値とし、叔父・叔母の人数に対する補正も行ない、各家系

の変数の和と本人の高血圧との関係を調べた。この指標によるリスクの高い群では高血圧

の割合が高く有用な指標となり得る。 


